













































平成 28 年度以降の中学 1 年生に対して実施した授業を前年度のそれと比較すると，次
のような違いがあげられる。 平成 27 年度入学の 1 年生に対しては，小学校 6 年次にお
いて教科としての英語を 50 時間施行し，単元を限定して文字を読んだり書いたりする活
動を行った。平成 28 年度入学の 1 年生に対しては，小学校 6 年次において教科としての
英語を 70 時間実施し，年間を通じ各単元の中において文字を読んだり書いたりする経験
を含めた体験的な活動を行った。平成 29 年度入学の 1 年生に対しては，小学校 5・6 年









5 級レベル 45.9%，最終年度英検 5 級レベル 81.4%）。生徒は，分からない単語があって
も全体として捉え内容を推測する力，言葉の壁があるため 100%完璧には理解できない
という曖昧さに耐えうる力，そして限られた語彙や表現であっても積極的に英語で伝え






















 小学校 5･6 年生（林崎小 112 名，里浦小 55 名）において中学校コーディネーターが，週
1 回授業に参加し，その専門性を，授業中における英語の指導や教材作成等に生かした。
同コーディネーターは，中学校において 1 年生の英語科を担当し小中連携を進めてきた。 
 小学校 1 学年から 6 学年までの指導体制は次のように設定されている。 
表 1 小学校外国語学習指導体制 
学年 小 1    小 2 小 3    小 4 小 5    小 6 












 注）小・中コーディネーターは，それぞれ平成 29 年 3 月 31 日まで 




表 2 外国語学習時数 
外 国 語 活 動 小 学 校 外 国 語 科 中 学 校 入 学 年 度 
35 時間 (4 年生で実施) 120 時間 (5･6 年生で実施) H29 年度入学中学 1 年生
（現中学 1 年生） 
35 時間 (5 年生で実施) 70 時間  (6 年生で実施) H28 年度入学中学 1 年生 
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 ① スタートカリキュラム作成上の留意点 
























(1) 小・中 9 年間の学びがつながるカリキュラムの作成 
小・中一貫の年間指導計画を作成したうえで，小学校からの学びのつながりや系統性






















 ① スタートカリキュラム作成上の留意点 



















































資料 6 【スタートカリキュラムで使用した小学校と同じ形式の振り返りシート】 
 (3) 中学校入門時における指導の工夫 
  スタートカリキュラムの指導は，小中兼務をしている中学校コーディネーターが中心





























































































資料 6 【スタートカリキュラムで使用した小学校と同じ形式の振り返りシート】 
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   また, 小中それぞれの児童・生徒の作品の交流も実施してきた。中学校 1 年に特設





































 (4) 交流活動や作品を通しての小中のつながり 
① 交流学習を通しての小中連携 
   校区にある２小学校の６年生が, 中学校を訪問し, 中学 1 年生とともに外国語学習
に取り組んでいる。昨年度までは，６年生担任と小中外国語科コーディネーターが協
































小 学 生 へ の









 (4) 活動や作品を通しての小中のつながり 
① 交流学習を通しての小中連携 
   校区にある２小学校の６年生が, 中学校を訪問し, 中学 1 年生とともに外国語学習
に取り組んでいる。昨年度までは，６年生担任と小中外国語科コーディネーターが協
力して, 活動を進めてきた。今年は，中学生が作った Who is she/ he? クイズに小学生
がペアで答えたり, 小学生が自分の作品を中学生に伝えたりする活動を行った。活動
後の中学生からは, ｢小学校６年生は, たくさんの英語をきれいに書き写すことがで





























小 学 生 へ の
Who am I ? 
クイズ 
 




















   また, 小中それぞれの児童・生徒の作品の交流も実施してきた。中学校 1 年に特設


























































文部科学省は，小中高等学校を通じた英語教育改革を進めるため，2013 年 12 月に
「英語教育改革実施計画」を発表した。2020 年度から，小学校中学年で外国語活動，
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